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『
朝
鮮
活
字
標
本
』（
九
州
大
学
附
属
図
書
館 

春
日
政
治
・
和
男
文
庫
蔵
）

衛
夫
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）
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大
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解
　
　
説 

蛭　

沼　

芽　

衣

日
本
の
活
字
印
刷
の
歴
史
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、
金
属
活
字
に
始
ま
る
。
朝
鮮
半
島
で
の
金
属
活
字
印
刷
の
歴
史
は

古
く
、
高
麗
末
期
の
一
三
七
七
年
に
印
刷
さ
れ
た
『
白
雲
和
尚
抄
録
仏
祖
直
指
心
体
要
節
』
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
れ
は
世
界
最
古
の
活
字
印
刷
資
料

で
も
あ
る
）。
日
本
で
は
そ
の
後
、
資
材
と
し
て
潤
沢
に
あ
る
木
を
用
い
た
木
活
字
に
姿
を
変
え
、
ま
た
江
戸
時
代
の
早
い
段
階
に
は
整
版
印
刷
の
ほ
う
が
一
般
化
し
て

し
ま
う
が
、
朝
鮮
で
は
、
金
属
活
字
の
鋳
造
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
金
属
活
字
の
鋳
造
は
、
李
朝
太
宗
が
一
四
〇
三
年
に
開
設
し
た
鋳
字
所
で
お
こ
な
わ
れ
、
最

後
に
鋳
字
さ
れ
た
一
八
二
二
年
に
至
る
ま
で
、
十
数
年
に
一
度
の
頻
度
で
改
鋳
が
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
な
整
版
の
場
合
、
稿
者
の
字
が
そ
の
ま
ま
彫
り
出
さ
れ

る
た
め
、
作
品
ご
と
に
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
る
が
、
活
字
は
同
じ
型
に
よ
っ
て
大
量
に
鋳
造
す
る
た
め
、
字
体
、
い
わ
ゆ
る
フ
ォ
ン
ト
と
い
う
概
念
が
生
じ
る
（
た

だ
し
、
朝
鮮
の
印
刷
物
は
異
な
る
鋳
字
が
混
用
さ
れ
て
い
る
）。
口
絵
掲
載
の
資
料
は
、
そ
の
朝
鮮
活
字
の
字
体
見
本
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

九
州
大
学
附
属
図
書
館
春
日
政
治
・
和
男
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
本
資
料
は
、
外
題
・
内
題
・
序
跋
な
ど
、
書
名
を
特
定
す
る
も
の
は
な
に
も
な
く
、
帙
に
貼
ら
れ
た

題
箋
を
資
料
名
と
し
て
い
る
。
刊
年
も
不
明
で
あ
る
が
、
版
心
下
部
に
朝
鮮
総
督
府
（
も
し
く
は
朝
府
）
と
あ
る
こ
と
、
早
稲
田
大
学
所
蔵
本
の
受
け
入
れ
印
が
大
正

九
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
二
〇
年
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
帙
題
箋
に
は
「
朝
鮮
活
字
標
本
附
解
説
」
と
あ
る
が
、
解
説
は
春
日

氏
旧
蔵
書
の
な
か
に
は
見
ら
れ
な
い
。
東
京
大
学
文
学
部
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
小
倉
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
、
こ
の
「
解
説
」
と
思
わ
れ
る
「
朝
鮮
活
字
ノ
沿
革
並
ニ
印
刷
法
」

や
京
城
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
の
『
朝
鮮
活
字
印
刷
資
料
展
観
目
録
』
か
ら
、
残
存
し
た
活
字
は
朝
鮮
総
督
府
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

版
心
に
二
丁
ず
つ
「
衛
夫
人
字
」「
實
録
字
」「
韓
構
」（
一
丁
の
み
）「
整
理
字
」「
鐵
字
」
と
あ
り
、
本
文
に
そ
れ
ぞ
れ
の
大
字
・
小
字
が
一
丁
ず
つ
（
韓
構
は
大
字

の
み
）
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
無
名
の
（
版
心
の
な
い
）
字
や
ハ
ン
グ
ル
も
あ
る
。「
衛
夫
人
字
」
と
は
、
中
国
晋
代
の
書
家
で
あ
り
、
王
羲
之
の
師
で
も
あ

る
衛
夫
人
の
字
を
範
と
し
た
も
の
で
、「
韓
構
」
も
李
朝
粛
宗
時
代
の
人
物
で
あ
る
韓
構
の
字
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
實
録
字
」
は
、
歴
代
の
朝
鮮

王
朝
の
実
録
を
印
刷
し
た
た
め
に
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。「
整
理
字
」
は
、
康
煕
字
典
を
字
範
に
つ
く
ら
れ
た
木
活
字
（
こ
れ
を
生
生
字
と
い
う
）
を
も
と
に
鋳
造
さ

れ
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
の
金
属
活
字
の
多
く
は
銅
で
あ
る
が
、
補
欠
の
た
め
に
鉄
や
木
活
字
も
作
ら
れ
て
い
た
。「
鐵
字
」
と
あ
る
の
は
鉄
に
よ
る
活
字
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
字
の
配
列
順
は
不
明
で
あ
る
が
、
似
た
字
形
の
も
の
か
ら
並
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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